
５年 「合同な図形」 北海道教育大学附属札幌小学校 高橋 健一

本時における算数的活動は、単元を通じて図形の構成要素に着目しながら、演繹的な考え方で『合同

条件』を見出すことである。どこの辺や角をどのように使って図形をかくかを話し合う。その中で、三

角形の合同条件を用いることが、合同な四角形をかくことにつながるという見方を生むことをねらう。

Ⅰ．単元について

本単元は，新しい学習指導要領になって中学校から移行してきた単元である。中学校では，図形の性質

を三角形の合同条件を基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養うことが目標とされている。そ

こで小学校の５年生段階では，『見つける・かく・作る』といった作業的・体験的活動を通して，図形を

考察する観点や方法を習得し，論理的に考察するための素地を築くことをねらい本単元を構成した。

子どもは，５年生までに三角形や四角形といった平面図形を構成する要素や図形の性質を利用して作

図する活動を行うことで，平面図形に対する見方を養ってきている。算数という教科の特性である系統

性の重要性を生かし，これまでの既習をもとに別の新しい考え方を説明する演繹的な考え方で「図形の

合同条件」を見出していくように「三角形」→「四角形」と進むように単元を構成した。その中で，「正

方形」「長方形」といった四角形の中でも特殊で１つの辺または２つの辺の長ささえ分かれば，合同な

図形を作れるという特殊な図形との比較や四角形が三角形２つできているという性質から類推させるこ

とを通して，子どもが図形が合同となる条件を自分たちで見つけていけるよう取り組む。

特に，平面図形を作る活動では，自分の取り組んだ順番を意識させ，色付けさせたり，ノートに文字

で説明させながら取り組ませることで，自分の解決の過程を意識させ，自らを表現する力を高めていく。

その学びは中学校での「合同の証明」などといった学習にもつながるはずである。

Ⅱ 活動構成（９時間扱い 本時７／９）

前単元『垂直と平行』 図形を見つける活動

『四角形』 合同って… ピッタリになる図形を探そう

みんながみつけた図形を

つなげてみると…

・それぞれの図形の性質は？

・平行とは…？ 垂直とは…？

ピッタリってどういうこと？

三角形の合同 長方形・正方形の合同

琵琶湖と合同な三角形をかこう 合同な長方形・正方形をかこう

①三辺が等しい 近畿地方は？ 四国地方は？

②２辺夾角が等しい 単元の価値 長方形は２辺 正方形は

③１辺両端の角が等しい がわかれば！ １辺で！

最低でも３つ分かれば… どの四角形にも使えない

本時

他の形は 合同な四角形をかこう どこがわかれば

どうなのだろう？ 北海道の形は？ どこがわかれば？ 合同な図形を

最低いくつ構成要素がわかれば？ かけるのかな？

図形を作る活動



様々な四角形を比較して
・正方形なら１つの辺の長さ

さえわかればできるし，長方

形ならば２つの辺の長さがわ

かればいい。でも普通の四角

形になると…。

四角形の性質から…
・四角形は三角形2つ分だ

から，三角形の合同の考え

方を使えばできる。

辺の長さと角の大きさ
を測りながら順番に…

・まず，辺イウ。次に角イ

を測り，次に辺アイ。三

角形ならいいけど四角形

はさらに…。

三角形の合同条件から…
・三角形は3つの辺が分かれ

ばできたから四角形も4つ

の辺が分かれば…

・角はいくつあれば…。

Ⅳ．授業仮説

本時は，前時までの合同な三角形のかき方や，正方形，長方形の書き方を

もとに一般四角形の合同な条件について考えていく。三角形においては３つ

の辺と３つの頂点という６つの条件の中から最低で３つ分かればぴったり同

じ（合同）図形をかくことができる。そのかき方をもとにすると，「四角形

なら…」と類推的に考えることで本時の見通しをもたせる。本単元において

磨く価値に迫る活動構成の顕著に表れることになる。

子どもの活動の中から，「どことどこが分かれば合同な図形をかけるのか」

という問いに焦点化させていく。前時の正方形や長方形といった１つまたは

２つ分かればかける特殊な図形での学習や，前単元の様々な四角形をかいたり，性質を探ったりする学習

から，それぞれの図形のもつ特性を生かして考えた子を価値づけていく。指導要領で示されている，既習

をもとに新しい見方を獲得するという演繹的な考え方を重視することで，子どもが自分の考えをしっかり

ともち，友達に対して表現したり，友達の考えから自分の考えを膨らませたりしながら「四角形の合同条

件とは何か」に迫っていく。

Ⅴ．本時の展開

子どもの学習活動 教師のかかわり

【前時までに】

様々な図形の中からぴったり同じ図形を探す活動から，裏返しても，回しても重なる合同な図形の特

徴をとらえ，合同な三角形のかき方を学習してきている。その中で，「三辺同じ長さ」「二辺夾角」「二

角夾辺」が同じならば等しくなるという合同条件を活動の中から見出している。

残りピースは全部四角形だ。

合同な四角形をつくろう

どこを測れば 三角形の時の方法 三角形は３つ合同な条件が

できるかな？ を使えるかな？ あったから四角形は４つかな？

合同な四角形はどこが分かればいいのだろう

既習から考えて… 帰納的に考えて…

エ

四角形を分けて

みることで明らか

になる合同条件

自分の考えの過程を意識して 最低５つ見つければ… 類推的に考えて…

三角形の時の考え方を使えば，どんな合同な図形もかけそうだ

・既習である「合同な三

角形のかき方」をもと

に今日の課題について

類推的に考える導入を

試みる。

・正方形や長方形といっ

た特殊な場合は，１つ

の辺や２つの辺さえわ

かれば合同な図形をか

けることそれがどんな

四角形にも共通して言

えないことを互いの考

えを説明し合うことで

明らかにする。

・三角形や四角形の性質

といった全単元での既

習となる発言を価値付

け，合同条件を一般化

するための方向を束ね

ていく。

・本時で明らかになった

合同条件が一般化でき

るか他の四角形でも試

させる。

Ⅲ．本時の目標

合同な三角形の図形を

構成する活動を通して獲

得した合同条件を基にし

て，様々な四角形の性質

と関連させながら，演繹

的な考え方で四角形の合

同な条件を見出す。


